
 

 

  第３３回首都圏中央連絡自動車道建設促進会議 

総会及び要望活動を実施しました 

  ～ 日本経済を牽引する、圏央道の早期完成を！ ～ 

 

東京都、神奈川県、埼玉県、茨城県、千葉県、横浜市、千葉市、相模原市の関係

８都県市及び圏央道の建設促進に賛同する８１市町村は、「首都圏中央連絡自動車

道建設促進会議」を組織し、圏央道の早期完成を目指して、積極的に活動していま

す。 

このたび、書面で総会を開催し、圏央道の早期完成を求める決議を採択し、国土

交通大臣等への要望活動を行いましたので、お知らせします。 

 

 １ 総会（書面開催） 
     (１) 採択日 令和６年１１月２１日(木） 
    （２）決 議 別紙のとおり 
    （３）次期会長選出 茨城県知事 大井川和彦 
 
 ２ 特別要望 
     (１) 実施日 令和６年１１月２１日(木） 
    （２）要望先 国土交通副大臣 高橋克法 
           国土交通省 技監 廣瀬昌由 
           国土交通省 官房審議官 橋本雅道 
           関東地方整備局 道路部長 野坂周子 
    （３）要望者 首都圏中央連絡自動車道建設促進会議 
           令和６年度会長 埼玉県知事 大野元裕 
 
 ３ 要望活動 
    ○要望先：国土交通大臣、財務大臣、衆参国土交通委員長、国会議員、 
          国土交通省、財務省、独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機
構、 
          東日本高速道路株式会社、中日本高速道路株式会社 
 
 
 （参考）首都圏中央連絡自動車道（圏央道）とは 
     圏央道は、都心から半径約 40～60km、延長約 300km の高規格幹線道路で首

都圏三環状道路の一つとなっており、経済活動の生産性を向上させ、生産拡
大に資するとともに、企業立地の促進や新たな観光需要の創出など、経済に
好循環をもたらすストック効果を発揮し、国際競争力の強化や地方創生の実
現に寄与することが期待されています。 

 

令和６年１１月２１日 

相模原市発表資料  



 （参考）特別要望の様子 
 
     場所 国土交通省合同庁舎３号館４階 副大臣室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真左から 神奈川県県土整備局技監兼道路部長 池田一紀 
埼玉県県土整備部長 吉澤隆（会長代理） 
国土交通省副大臣 高橋克法 
幸手市長 木村純夫 
茨城県土木部次長兼総括技監 石川昭 
千葉県県土整備部次長 久本修 

 
 
     場所 国土交通省合同庁舎３号館４階 技監室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真左から 茨城県土木部次長兼総括技監 石川昭 
幸手市長 木村純夫 
国土交通省技監 廣瀬昌由 
埼玉県県土整備部長 吉澤隆（会長代理） 
神奈川県県土整備局技監兼道路部長 池田一紀 
千葉県県土整備部次長 久本修 

 



     場所 国土交通省合同庁舎３号館１階 官房審議官室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真左から 神奈川県県土整備局技監兼道路部長 池田一紀 
埼玉県県土整備部長 吉澤隆（会長代理） 
国土交通省官房審議官 橋本雅道 
幸手市長 木村純夫 
茨城県土木部次長兼総括技監 石川昭 
千葉県災害・建設業担当部長 久本修 

 
 
     場所 さいたま新都心合同庁舎２号館１９階 道路部会議室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真左から 埼玉県県土整備部長 吉澤隆（会長代理） 
関東地方整備局道路部長 野坂周子 
幸手市長 木村純夫 
 

 
問合せ先 

道路計画課 

直通電話 042-769-8373 

 



決 
 

議 
 

  
道
路
は
、
国
民
生
活
を
豊
か
に
し
、
活
力
あ
る
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も
基
本
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
そ
の
整
備
に

対
し
て
国
民
か
ら
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
首
都
圏
の
多
く
の
道
路
で
は
、
交
通
渋
滞
に
よ
る
多
大
な
時
間
損
失
、
経
済
損
失
の
ほ
か
、
沿
道
環
境
の
悪
化 

 
 

な
ど
、
国
民
の
生
活
や
産
業
活
動
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。  

こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
、
都
市
機
能
を
回
復
し
、
地
域
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
首
都
圏
三
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す
る

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
早
期
に
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。 

特
に
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
整
備
は
、
経
済
活
動
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
生
産
拡
大
に
資
す
る 

 
 

 

と
と
も
に
、
企
業
立
地
の
促
進
や
新
た
な
観
光
需
要
の
創
出
な
ど
、
経
済
に
好
循
環
を
も
た
ら
す
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
発
揮
し
、

国
際
競
争
力
の
強
化
や
地
方
創
生
の
実
現
に
資
す
る
な
ど
極
め
て
有
用
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
令
和
元
年
房
総
半
島
台
風
で
は
、
三
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
が
強
化
さ
れ
、
放
射
道
路
が

寸
断
し
た
場
合
の
都
心
へ
の
迂
回
経
路
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
予
測
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
時
に
お
け
る
交
通
機
能
を
確
保
し
、
我
が
国
の
交
通
の
東
西
分
断
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
圏
央
道
全
線
の
早
期
完
成
が
不
可
欠
で
あ

る
。 首

都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
建
設
促
進
会
議
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
地
域
経
済
の
復
興
等
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

ス
ト
ッ
ク
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
圏
央
道
の
整
備
に
つ
い
て
次
の
事
項
を
強
く
要
望
す
る
。 

  

一
、
釜
利
谷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
戸
塚
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
間
、
栄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
仮

称
）
か
ら
藤
沢
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
及
び
大
栄
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
か
つ
確
実
に
全
線
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
。 

 

一
、
暫
定
二
車
線
区
間
の
幸
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
境
古
河
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
及
び
坂
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
大
栄
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
四
車
線
化
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
木
更

津
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
つ
い
て
は
、
時
間
信
頼
性
の
確
保
や
事
故
防
止
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
替
性
確
保
の
観
点
に
加

え
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
拡
充
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
視
点
も
踏
ま
え
、
早
期
に
四
車
線
化
を
図
る
こ
と
。
特
に
事
業
化

さ
れ
て
い
る
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
東
金
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
に
つ
い
て
は
一
日
も
早
く
四
車
線
化
工
事
に
着

手
す
る
こ
と
。 

 

一
、
つ
く
ば
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
及
び
か
ず
さ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
に
つ
い
て
、
早
期
整
備
を
図
る
と

と
も
に
、
成
田
国
際
空
港
及
び
周
辺
地
域
と
圏
央
道
を
結
ぶ
新
た
な
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
事
業
化
に
向
け
必
要
な
協
力

と
助
言
を
行
う
こ
と
。 

 

一
、
坂
東
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
外
回
り
、
神
崎
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
仮
称
）
及
び
山
武
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
仮
称
）、
狭
山
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
拡
張
に
つ
い
て
、
道
路
利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
も
、
早
期
供
用
を
図
る
こ
と
。 

 

一
、
直
轄
事
業
の
推
進
と
併
せ
て
、
有
料
道
路
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
早
期
完
成
を
図
る
こ
と
。  

 

一
、
自
然
環
境
、
沿
道
環
境
等
に
十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。  

 

一
、
圏
央
道
を
含
む
首
都
圏
の
高
速
道
路
の
料
金
体
系
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
交
通
等
に
与
え
る
影
響
を
検
証
し
た
上
で
、

利
用
者
の
負
担
増
へ
の
配
慮
や
物
流
の
効
率
化
の
観
点
も
含
め
、
一
体
的
で
利
用
し
や
す
い
料
金
体
系
の
実
現
に
取
り
組
む

こ
と
。 

 

一
、
圏
央
道
を
は
じ
め
と
す
る
首
都
圏
三
環
状
道
路
や
そ
れ
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
人
・
物
の
平
常
時
・

災
害
時
を
問
わ
な
い
安
定
的
な
輸
送
を
確
保
す
る
た
め
の
基
幹
と
な
る
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
資
す
る
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
重
点
的
な
投
資
を
図
る
こ
と
。 

 

一
、
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
持
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
予
算
と
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

一
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
の
最
終
年
度
と
な
る
令
和
七
年
度
に
お
い
て
も
必
要
な
予
算
・
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
な
ど
を
踏
ま
え
、
国
土
強
靭
化
中
期
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
必
要

な
予
算
・
財
源
を
別
枠
で
確
保
す
る
こ
と
。 

 

一
、
国
内
投
資
拡
大
や
生
産
性
向
上
な
ど
、
我
が
国
の
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
観
点
か
ら
、
資
材
価
格
の
高
騰
や
賃
金
水
準
の

上
昇
に
対
応
す
る
中
で
も
計
画
的
・
長
期
安
定
的
な
道
路
整
備
・
管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た
な
財
源
を
創
設
す
る
と

と
も
に
、
令
和
七
年
度
道
路
関
係
予
算
は
、
所
要
額
を
満
額
確
保
す
る
こ
と
。 

 

右
、
決
議
す
る
。 

 

令
和
六
年
十
一
月
二
十
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
建
設
促
進
会
議 

  



※１  資機材の調達等が順調な場合


